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炊きだし ７月１１日（土）くもり 12:00～五橋公園
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ参加者３０名。本校からは生徒１０名、卒業生１名、教員１名、合計１０名参加した。

社会の状況を反映してか、６０人ほど集まったホームレスの方の中に、この日初めて女性の方を

５～６人も目にした。今までなかったことだったので、長く関わっている者としてはやや驚きだ

った。全国カトリック新聞の記者が取材に来ていて、準備の時から現地での炊きだしに至るまで、

高校生たちに張り付いてしきりに取材していた。今回の参加生徒たちは３年生を中心に快活で元

気だったので特にも目立ったのだと思う。生徒たちは概ねのびのびと参加し、衣類提供の場所で

は度々大きな笑いの渦も起こっていた。

生徒感想から～
○最近は車いすの人も見るようになったり、女性の方が多くなってきたなと思うようになりました。
社会の大変さが分かる気がしました。 （３年 Ya）

〇初めての参加でしたが念願がかないました。仕事はﾃｷﾊﾟｷできたと思います。ﾎｰﾑﾚｽの皆さん
も喜んでくれたのでよかったです。やっぱり一生懸命やったら喜んでもらえた喜びも大きいん
だなって思いました。 （３年 Yk）

〇最初は不安でしたが、自分の仕事をしているときが楽しかったです。衣類整理をしながら皆と
楽しく一生懸命仕事ができた上、ﾎｰﾑﾚｽの方が喜んでくれたことがよかったです。

（３年 Am）
○今回のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動を通して改めて社会の現実を目にした気がします。ﾎｰﾑﾚｽの人達のために
役に立てたか分からないけれども、とても楽しかったです。次も頑張りたいです。

（１年 Rr）
〇初めての参加で、緊張や不安がありましたが、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの皆さんが優しく仕事を教えてくれた
ので、とても和やかに楽しく作業をすることができました。次回の参加の時は、ﾎｰﾑﾚｽの皆さん
ともっと会話できるといいです。 （１年 E）

〇２回目のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱをやってみて、ﾎｰﾑﾚｽの方たちがわたしたちの作った食べ物を美味しく食べてく
ださったのが何よりも嬉しく感じました。 （３年 Ｙｉ）

〇初めての炊き出しﾎﾞﾗﾝﾃｨｱへの参加で学んだことがたくさんありました。反省点は準備の途中
でボーッとしていることがあったことです。またﾎｰﾑﾚｽの方と笑顔で接することができてよかった
です。 （１年 Sk）

〇初めての参加で準備が一番大変でしたが、ﾎｰﾑﾚｽの方々に「ありがとう」など言われたときは、
頑張ってきてよかったなと思いました。 （１年 Mh）

〇おにぎりをたくさん心をこめて作りました。また、野菜などを切りとても大変でした。ﾎｰﾑﾚｽの人
達に喜んでもらいとても嬉しかったです。初めてでしたが、いい経験をしたと思いました。

（１年 Rn）
〇よかったことは、いがいとﾎｰﾑﾚｽの人たちが怖くなくて会話も少しできたことです。次回も積極
的に参加したいです。 （１年 Mk）

夜回り ７月８日（水）小雨の晴れ間 20:00～……相棒なし(慣れた)
①国際センター裏。ベンチの人は寝たまま。一声だけかけて、おむすび・ゆで卵・カップ麺・チ

ラシを置いてくる。

②西公園旧図書館奥の小屋の住人、Fさんはお元気。

③陸橋下ハウスのOさん。「自転車が壊れてねえ。」と。「今日も一万三千歩歩いたんですよ。」

と万歩計を見せてくれた。「でも、何もない。」……このOさんが歩いても何もない？――ほんとに

何もないにちがいない。

④図書館奥左の住人はどうも４～５人いるようだが、人に会おうとしない。

☆今月は高等学校職員の皆様からﾁｬﾘﾃｨｰで 3,691 円の献金と衣類の献品をいただきました。また小学校
からもたくさんの献品をいただきました。ありがとうございました。


